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教員年間活動計画ならびに報告

１．前期に本科８科目、後期に本科７科目専攻科１科目の授業を行う
２.保健体育１の授業において、新体力テストにより学生の体力状況を把
握し、体力の低下が見られる項目についての強化を図る

１．運動と認知機能に関する実験を行い、科研費への申請を行う
２．学生の体力の変化について近年のデータを整理し、論文の作成を行
う

割合
【%】

活動内容

職位 准教授所属 一般科目文科

校
務
/
管
理
運
営

社
会
活
動

主事, センター長, 室長
学科長,
委員長
学級担任
主事補,　センター委員, 室員
委員会委員
など

学会での活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流活動
学外団体活動
など

研
究

学
生
生
活
指
導

自主研究
外部資金研究（科研費ほか）
共同研究
技術相談
論文・解説・著書学会等発表
特許など

学級担任
学生相談
課外活動指導
コンテスト指導
など

１．１Eのクラス担任として学生の生活指導を行う
２．陸上部の顧問として、大会出場へのサポート等を行う

１．１Eのクラス担任としてクラス運営に関わる校務を行う
２．学生相談室運営委員会の委員として学生のメンタルヘルスに関する課題の検
討や実施を担う

１．久留米市陸上競技協会理事として競技振興に努める
２．外部団体からの技術指導依頼に対して対応する

教
育

授業担当
卒業研究
専攻科研究
授業改善
教材開発
教科書執筆
など

氏名

職務 項目例

赤塚康介
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今年度は、１年機械工学科の担任を受け持つことに
なっている。高専へ入学して最初の学年となるた
め、新しい学校生活に不安を抱かないようにサポー
トを行っていきたい。また、委員として学生相談室委
員とキャリア支援室委員を務めることになっている。

教員業務内容報告書

報告者氏名 令和５年度報告年度赤塚　康介 文科 准教授

記載事項例
分
野

計画 実績

内容（計画からの変更点）内容

現在、日本臨床神経生理学会、日本体育学会、日
本体力医学会へ所属している。外部団体では、久
留米市陸上競技協会の理事として活動しており引
き続き協力を行っていきたい。

(注) エフォートは各職務にかける(出力×時間)の割合(%)で表示、最小単位を10%あるいは5％とし合計100％となるように記載する。

(注) フォントのサイズは10pt～12ptとし、記入欄の行の高さは記入内容に合わせて変更する。

学生の運動技能向上
と体力向上のための
授業作りができたと考
えている。特に、リベラ
ルアーツ特論におい
ては学生の主体的な
行動を引き出せるよう
な組み立てができた。

科学研究費に採択さ
れていた研究内容に
関して、英文雑誌に採
択され、国内学会での
発表を行うことができ
た。

学生の全国高専大会
への出場、高体連県
大会への出場のため
のサポートを行うことが
できた。

１年機械工学科の担
任として、今年度は特
に心身の不安定な学
生への配慮ができたと
考えている。

外部団体である久留
米市陸上競技会の理
事として、運営に貢献
できたと考えている。

主事
その他の長
学科長
委員長
部会長
主事補等
担任
委員会委員
部会員

クラブ顧問
コンテスト指導

担当科目名・
単位数
卒業研究・
専攻科研究指
導学生数
教育方法改善
内容

所属学会名
学会活動
公開講座
出前授業
男女共同参画
国際交流
学外団体活動

論文
著書
総説・解説
学会等発表
特許
共同研究
技術相談
科研費
外部資金

今年度は、保健体育１・２、生涯スポーツ１・２、リベ
ラルアーツ特論、生涯スポーツ特論を担当すること
になっている。学生の体力の低下は、年々進んで
おり深刻化している。多くの学生が体育の授業が楽
しかったと感じられるような授業構成を目指し、授業
評価において総合的に良い授業であったと８０％以
上の学生に感じてもらえるように工夫を行っていき
たい。

２０２０年度～２０２３年度にかけて科学研究費が採
択されており、今年度が最終年度となる。コロナ禍
の影響により、当初の計画通りに進んでいないため
１年間の期間延長となった。昨年度に実験は終わっ
ているため、論文の採択と学会での発表を目標とし
たい。

ここ数年、コロナ禍の中で部活動の制限も多く学生
のモチベーションが上がらない状況が続いている
が、九州高専大会での入賞、高体連の県大会への
出場等、学生が活躍できるようにサポートを行って
いきたい。
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